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＜４月の行事＞ 下校時刻は、前半が 5時間・後半が 6時間 

日 曜 行    事 下校時刻 給食 

1 水    

2 木    

3 金    

4 土    

5 日    

6 月 入学式前日準備（登校日）   

7 火 始業式 入学式 12：00 × 

8 水 全校朝会 給食開始 14：20  ○ 

9 木  14：20 15：20 ○ 

10 金 登下校指導１ PTA役員会 14：20  ○ 

11 土   × 

12 日   × 

13 月 登下校指導２ 14：20 15：20 ○ 

14 火 二計測・視力・聴力検査 14：20 15：20 ○ 

15 水  14：20  ○ 

16 木  14：20 15：20 ○ 

17 金  14：20 15：20  ○ 

18 土 土曜授業（参観日）PTA 総会  × 

19 日   × 

20 月 １年生を迎える会 14:20   ○ 

21 火  14:20  15:20 ○ 

22 水  14:20   ○ 

23 木 春の校外清掃 ＰＴＡ奉仕作業 14:20  15:20  ○ 

24 金  14:20  15:20 ○ 

25 土   × 

26 日   × 

27 月 春の校外清掃（予備日） 14:20  15:20 ○ 

28 火 歯科検診 14:20  15:20 ○ 

29 水 祝日 昭和の日  × 

30 木  14:20  15:20 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業式・修了式をむかえて 

校長 齋藤 超 

 本日行われた卒業式・修了式を以て、令和元年度

の教育活動がすべて終了いたしました。この間、Ｐ

ＴＡや地域の皆様方からご支援、ご協力を賜り、心

より感謝申し上げます。 

 今年の卒業式・修了式は、コロナウイルスの感染

拡大防止の為、ご参列いただく方を制限させていた

だきました。卒業証書・修了証書を誇らしげに受け

取る子どもたちの姿を、楽しみにしてくださってい

た皆様には大変申し訳ありませんでした。皆様の安

全を第一に考えたことですので、ご理解いただけま

すと幸いです。 

 式辞では、卒業生に「思いやり」を持った人にな

って欲しいと話しました。コロナに関するニュース

だけでなく、児童虐待、大人のいじめ等、子どもの

手本となるべき大人の恥ずかしい姿が目につきま

す。人として正しいことをするためには、「思いやり」

が大切だと私は考えています。それは孔子の「子曰

わく、民の仁におけるや、水火よりも甚だし。水火

は吾れ踏みて死する者を見る。未だ仁を踏みて死す

る者を見ざるなり。」の考えによるところでもありま

す。未来ある子どもたちの人生が誇れるものとなる

ことを願ってのことでした。 

「学校・家庭・地域が一体となって子育てを進め

る。」ことを目指して、この 1年間学校づくりを進め

てまいりました。多くの活動に、ＰＴＡ・地域の皆

様方のお力をいただけたことに感謝しております。

「一体となった子育て」は昨年以上に成果をあげる

ことができたと感じております。 

来年度、コロナウイルスの影響がどのようになる

のか予測さえつきませんが、自信を持って「学校や

ふるさとに誇りをもつ子どもたち」を育てていきた

いと考えております。皆様におかれましては、今年

度以上のご支援・ご協力をいただきますようお願い

いたします。本当にありがとうございました。 

 

【お知らせ】  

この度の人事異動にともない、和琴小学校より１

名の先生が異動されます。異動される方及び赴任先

は、次のとおりです。 

佐々木敏洋 教諭 ： 白糠町立茶路小学校 

 

裏面に離任者から保護者の皆様や地域の方々に

ご挨拶がありますので、ご覧ください。 

 

感染症拡大予防の継続のため、予定が

変更になる場合があります。ご理解のほ

ど、よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

＜離任者からのご挨拶＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜PTA 第２回全体会＞ 

 ３月４日（水）に PTAの第２回全体会がありまし 

た。まずは、例年通りの PTAの活動についての振り返 

りや新年度の体制について話し合いました。その後は、 

新型コロナウイルスへの対応についての確認やそれ 

ぞれのご家庭の意見をうかがえる貴重な時間になり 

ました。令和２年度は家庭数がすくなく会員が減って 

しまいますが今年度同様みんなで PTA活動を盛り上 

げていきましょう。よろしくお願いいたします。 

＜分散登校日＞  

 ３月１１日（水）と１８日（水）の２日間、分散登

校を行いました。分散登校と言うことで、登校時間を

２年生、３・４年生、６年生と３つに分け、教室も１

人１つの教室で行いまし

た。内容としては、登校時

の手洗い指導に始まり、

保健指導、学習指導を行

いました。子ども同士の

接触も最小限にして実施

したので子ども達は少し

残念そうでしたが、元気

な子ども達の様子が見ら

れたこと、休み中の過ご

し方を聞けたことが大変

良かったです。1 日も早

く、みんなと一緒に学習

したり運動したり、遊ん

だりできる日々に戻って

ほしいと強く願います。 

 

＜卒業生から学校へ、在校生から卒業生へ＞ 

 感染症拡大防止の臨時休校で、３月の行事も残念な

がらできなくなりました。行事の中でも子ども達、特

に６年生が楽しみにしていた

のが６年生を送る会です。在校

生の出し物のダンスは少しの

練習にとどまりましたが、プレ

ゼントの写真立ては休校前に

完成させることができました。

早めの取り組みがすばらしい

です。そして、６年生は在校生

に向けて、代本板（だいほんば

ん）を臨時休校中に製作してく

れました。本来なら学校で製作

するものですが、各家庭で取り

組んでいただけたこと、６年生

と保護者の方々に感謝します。

６年生はぜひ在校生からのプ

レゼントをかざってください。

在校生は、代本板を使ってどん

どん本を借りてたくさんの本を読んでいきましょう。 

 

「あぁ、とうとう、この日が来てしまったか。」 

今まで出会ってきた子ども達や地域の方々の顔を

思い浮かべながら、この原稿を書いています。この和

琴小学校に赴任して、6年の月日がたちました。赴任

した年はまだ20代だったと思うとなんだか遠い昔の

ような気もしますし、あっという間に過ぎ去ったよ

うな気もしますし…。それだけ、この 6 年間はとて

もたくさんの出会いと出来事がありました。それら

すべてのことが、私の大きな財産です。 

今年度の卒業生は私が赴任し、最初に 2 年間、担

任をした子ども達です。たくましく成長した姿を見

ることができ、本当にうれしく思います。私が、この

学校の教師として、過ごすことができたのは、卒業

生、そして支えていただいた保護者の皆様との出会

いが大きなきっかけであったと思っております。 

卒業生だけではありません。すでに巣立った子ど

も達、在校生の子ども達、驍くん、咲幸ちゃん、来夏

ちゃん、一緒に楽しくすごしてくれたすべての子ど

も達、君たちがいたから、先生は毎日学校に来れまし

た。そして、君たちから多くのことを学ばせてもらい

ました。本当にありがとう。 

保護者の皆様には、感謝の言葉しかありません。ご

家庭での様子を教えていただいたり、学校の指導に

ご協力いただいたり、本当にありがとうございまし

た。PTAでの集まりとっても楽しかったです。 

そして、地域の皆様、農園活動や学校行事などの際

には、温かく声をかけてくださり、うれしかったで

す。皆様からの応援、ご指導があったからこそ、成長

させていただいたと思っております。ありがとうご

ざいました。 

すべての人すべての出来事に感謝し、新たな地へ

と赴任します。どこかで会ったら気軽に声をかけて

くださいね。それでは、また会う日まで。 

佐々木 敏洋 


